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写真4：倉俣史朗《割れたガラスのテーブル》1986 ガラス  写真：21_21 DESIGN SIGHT（2010）











リフトヴァ（Stanislav Libenský and Jaroslava Brychtová）の《Meteor 






写真 5：スタニスラフ・リベンスキー＆ヤロスラヴァ・ブリフトヴァ《Meteor Flower and Bird》














写真6：（右）ハワード・ベン・トレ《Large Basin》1999 ガラス、赤色酸化鉄、サペリ材 W156.21×
H84.77×D33.02cm  写真：富山市ガラス美術館サイト内 
（左）ハワード・ベン・トレ《包まれた形 ９》 
























































































































































































































































































































 レストランUshimaru 展示した《GOLD FISH》の最初の作品は、作品とし
ては思い描いていた作品になったが、鱗の裏側にある接着面の作りが未完と言
えた。その後、鱗の作りを 1.5×1.5cmほどの小さなピースにサイズを変え、
表面に金やパール塗装を施した《GOLD FISH ⅣⅤ》を 2012 年、八犬堂ギャ
ラリーと伊勢丹新宿本館 5階アートギャラリーで行われた「たんざく展Ⅱ」で























































































































写真29：金丸遥《scale》 2014 ガラス 29.7×42cm ロイヤルパークホテル ザ 羽田 撮影＝金丸遥 
 
 

















































































































































































































































































































































































































































































 2014 年、アーティスト集団C-DEPOT（※14） の展示、「循環 





















































































































































































































































































































































































15cmのものは厚み 3cm、20cmのものは 4.5cm、25cmのものは 6cm、







































































































































































































































































































































写真：59 金丸遥《profile》2019 ガラス、木 W365×H105×D60cm 東京藝術大学大学美術館 撮影
＝佐々木睦 
 




写真：61 金丸遥《spiral》2019 ガラス、ステンレス W140×H130×D80cm 東京藝術大学大学美術
館 撮影＝佐々木睦 
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